
子どもの声を大切にするとは？

☆こども基本法ができるまで
1989 「子どもの権利条約」　国連総会で採択

1994 日本も「子どもの権利条約」を批准（同意）

2011三重県子ども条例

2022 「こども基本法」が 国会で成立

2016 児童福祉法改正

　　 第1条に「児童の権利に関する条約の

　　 精神にのっとり」と初めて記載された

2019 児童虐待防止法改正（体罰の禁止）

2015東員町子どもの権利条例

2006名張市子ども条例

三重県内のこども条例の動き

こども基本法　第一章　総則

第３条　(基本的理念)

三　全てのこどもについて、その年齢及び発達の

　　程度に応じて、自己に直接関係する全ての事

　　項に関して意見を表明する機会及び多様な社

　　会的活動に参画する機会が確保されること。

四　全てのこどもについて、その年齢及び発達の

　　程度に応じて、その意見が尊重され、

　　その最善の利益が優先して考慮されること。

四日市市ファミリー・サポート・センターの現状

濃い色の地域は、依頼に対し援助会員が特に足りない

地域です。周辺地域の方を含め空いている時間を活用

してお手伝いしていただけませんか。

援助の内容・件数　　  2022/4/1～2023/3/31　

保育所・幼稚園の送迎    　　　　　　 　    　 ４７４

保育所・幼稚園の送迎に伴う預かり 　  　　    １４９

保育所等施設入所前の援助　　　　　　　 　　　　２

保育所・幼稚園の帰宅後の援助                         ２２ 

学童の小学校への送り　  　　　　　  　　 　        ０

学童の放課後の援助�　　 　　　　　　 　          　６

学童保育への送迎�　　 　　　　  　　            １３０

学童保育への送迎に伴う預かり �　　　            　  ０

保育所・学校などの休みの時の援助         　　    　４

障がい児の援助　　　　　　　　　　 　　　　１８２

保護者の用事等の場合の援助　　　　　 　      １１４

習い事への送迎�　　　　　  　    　               ２６８

妊娠・出産前後の他の子どもの援助          　   　４１

病児の援助�     　　　　　                                  ０

緊急時の預かりなど　　             　　　          　  ４

宿泊を伴う援助　　　　　　　　　　　　　　 　　０

合計                            　　　　  　　　　 １３９６
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援助活動を通して 援助会員　森島　あつ子さん

　私が援助活動の中で出会った子ども達は、私に沢山の元気と笑顔を持って来てくれました。

　…ゲームのルールを覚えられない私に、呆れながらも、繰り返し教えてくれる子…、『好き

な子が2人いる…』と、小さな恋心を話してくれる子…。『ナイショ…ネ！』と念を押して話

し始める子…。(内緒話は墓まで持って行きます！)

　彼らと出会わなかったら、この楽しい時間は生まれなかった…。私の大切な思い出です。

　そして、いつも笑顔のセンターの皆さんにも感謝です！　私の話を丁寧に聞きとり、一緒に

考えてくださる…。強い味方が側にいる様な安心感の中で、活動を続けてきました。又、他の

会員さんとも親しくなり、互いの悩みを話したり、アドバイスをもらったり…！

　子ども達のおかげで、私の人生はにぎやかになりました。今後も、どんな出会いが待ってい

るのか、楽しみです。沢山の素敵な出会いをくださる皆さん、子ども達に感謝します。

　少子化や児童虐待など社会的背景を踏まえ、2023年4月に「こども家庭庁」が発足しました。同時に、子ども

を権利の主体者として位置づけ、その権利保障が明記された「こども基本法」が施行されました。子どもの意

見表明権を保障し、当事者である子どもたちの意見を尊重した社会づくりが求められています。そこで、まず

は「子どもの声をきく」とはどういうことか考えてみました。

 いい子でいないと
 嫌われる…

じょうずに話せない

どうせダメって言われるし…

長年、援助会員として活動している森島さんに、多くの子どもたちの

成長を見守り、その関わりの中で感じていることを伺いました。

～“子どもの意見を尊重した社会づくり”へ～

自分(大人)が正しいと思っている

子ども
大人

＊援助会員になって協力！

　より多くの方にファミリー・サポート活動を

知っていただくため、広報誌「ぽわんぽわん」

を置いて周知にご協力いただける、四日市市内

の商店や企業などを探しています。

　ご協力いただける際には、センターまでご連

絡ください。

＊ファミリー・サポート・センターの

　広報誌を置いて協力！

“子どもの声をきく”とはどういうこと？

　依頼に対して援助会員が不足している状況

が続いています。

　空いた時間に地域の子育てに参加して、地

域社会と関わりませんか？

　子どもの育ちを見守り、一緒に活動してく

ださる方を募集しています。

　　ファミリー・サポート活動は、地域で子育てを助け合う組織です。

　援助会員は地域で育つ子どもを見守る大人であり、活動を通して子どもと出会うことで子どもの声を

受けとめる環境が広がります。

　また、子どもの声をきく人が増えることは、子どもの意見を尊重した社会づくりの第一歩となります。

「さあ言ってごらん」って
言われてもね

子どもの声に耳を傾けて
いるのだろうか

言葉で説明してほしい

「子どものわがまま」　 
と思うことが多い

できるところからはじめてみようファミサポ活動！
　近すぎない関係のほ

うが、話せることもあ

るかもしれません。

まずは子どもと情報

を共有することから

始めましょう。

子どもの声はどうすればきけるの？
こんなことから始めてみては…

子どもが保護者や

先生以外の大人と

関わる機会をつくる。

子どもに関することを

大人だけで決めない。

態度や行動も

子どもの「声」です。

大切なサインとして

受けとめましょう。

言葉以外のかたちで

表現される声を

受けとめる。

中部

日永

内部

海蔵

常磐

大矢知

富田
羽津

橋北


